
期　　日 令和７年１０月４日（土）・５日（日）

会　　場 県立所沢商業高校（A・B）　県立所沢中央高校（C・D）

会場開館　８：００ 監督会議　７：４５ 試合開始　９：００

大会使用球　モルテン（試合球は各チーム準備） ◯印　第１試合コートオフィシャル（リーグ戦は空きチーム）

① ⑤

② ③ ④

⑥ ⑦ ⑧

◆１日目の補助役員

豊岡B

C2 C4

D5

城北埼玉
D6

ふじみ野

B1

川越西

所沢北

A1

狭山経済 所沢西A

D1 D3

D2

慶應志木
A6

豊岡A

D4

川越南
C5

川越B

C1 C3

坂戸西 所沢
C6 狭山清陵

狭山工業
武蔵越生

・第７試合に第１・第３試合の敗者チームによる敗者戦を行う。

城西川越 川越東

立教新座

A2 A4 B2 B4

所沢西B
B6

西武台

B3

和光国際

東野

川越A

A7 A5

川越工業

A3

新座柳瀬
所沢商業

朝霞

所沢中央

B7 B5

令和７年度西部支部高等学校男女バレーボール技術講習会１年生の部　男子組合せ

【４日　予選リーグ・トーナメント】

・２セットマッチで行う。（２５点デュースあり、１３点で給水タイム）

・各グループの１位が翌日の決勝トーナメントへ進出する。

・試合間はすべて追い込みで行う。

◆リーグ戦（グループ②・③・④・⑥・⑦・⑧）

・勝（３ポイント）、引分（１ポイント）、負（０ポイント）のポイント制で順位を決定する。

・ポイントが並んだ場合は得失点率を見る。得失点率も並んだ場合、総得点で順位を決定する。

・補助役員はそのリーグの空きチームが行う。

◆トーナメント戦（グループ①・⑤）

　２セット目に勝利したチームが勝者とする。

・セットカウントが並んだ場合は、その試合の総得点が多い方のチームが勝者とする。なお、総得点も同じ場合は、

・第１試合の補助役員は第３試合のチームが行い、第３・５・７試合の補助役員は第１・３・５試合の敗者チームが行う。

第１試合 9:00 川越工業　新座柳瀬・所沢商業

Aコート

西武台　和光国際

Bコート

川越B

Cコート

川越西

Dコート試合開始

第３試合

豊岡A

A1敗

豊岡B

B1敗

狭山清陵・狭山工業・武蔵越生

川越南

坂戸西

東野

第２試合

追い込み
第４試合

第６試合

第５試合

慶應志木

A3敗

所沢西B

B3敗

所沢

立教新座

城北埼玉

所沢中央

第７試合

城西川越

A5敗

川越東

B5敗

朝霞 川越A



④の１位 ⑤の１位

A3 B3
A4

③の１位 ⑥の１位

A2 B1

②の１位 ⑦の１位

・第１試合の補助役員は第２試合のチームとし、第２試合以降の補助役員は負けチームとする。

【５日　決勝トーナメント】

・３セットマッチで行う。（２５点デュースあり、１３点で給水タイム）

・第２・３試合は、試合終了２０分後プロトコールとする。

・第４試合は、第３試合の遅く終了した試合から６０分後にプロトコールとする。

①の１位 ⑧の１位

A1 B2


